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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

放射性セシウムは時間の経過に伴い土壌に強く保持されることが考えられ、土壌からの経根吸収の程度は変化して

いくことが推測される。また、土壌の交換性カリの含量や土壌の種類によって吸収量に違いが生じることがわかってい

る。

ここでは、品目別の野菜における放射性セシウムの経年変化を確認するため二年目の吸収量について調査した。

(1)灰色低地土の同一ほ場で栽培を行ったところ放射性セシウムのTF値は、キュウリ、コマツナ、ブロッコリー、サツ

マイモで、平成23年の測定値よりも可食部、非可食部ともに下回った（図１）。

(2)キュウリ、コマツナ、ブロッコリー、サツマイモのCs-137のTF値は、0.00006～0.0028以下と極めて低い値であった

（図１）。

以上のことから、土壌の交換性カリ含量が一定レベル以上の同一ほ場で栽培を行うと放射性セシウムは時間の経過

に伴い土壌に強く保持されることが考えられ、野菜類における放射性セシウム濃度は前年を下回り、放射性セシウムの

吸収量は小さくなる可能性が高い（図１、図２）。

２ 期待される効果

(1)野菜類の栽培においては、年々土壌の放射性セシウム濃度が低くなり、土壌中の交換性カリ含量が一定レベル

以上の同一ほ場で栽培を行うと、年々放射性セシウムの吸収量は小さくなる可能性が高い。

３ 活用上の留意点

(1)二年目の試験結果である。

(2)交換性カリが十分存在する土壌での試験結果である。



Ⅱ 具体的データ等

図１ 2011年と2012年に生産された野菜のCs-137のTF値

図２ 収穫終了時の土壌の交換性カリ含量
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